
 

エストニア共和国サク市とは、市の名前が「SAKU」という同じ名前であるこ

とから平成 11 年より交流が始まり、平成 19 年 5 月に友好都市協定の調印を

し、平成 28年 1月には、子ども交流に関する協力覚書の調印をし、令和元年

5月に、姉妹都市となりました。そこで、次代を担う青少年の人材育成事業の

一環として、佐久市の中学生がエストニア共和国の一般家庭でのホームステ

イ、キャンプでの子ども交流会を通して相互理解を深め、エストニア共和国の

風土や文化を肌で感じることで国際的視野を広げることを目的として実施し

ます。 

佐久市の代表として研修に臨むという、自覚を持って参加できる研修生を下

記により募集します。 

 なお、応募にあたっては、保護者の方と十分に相談し申し込んでください。 

記 

１ 主 催 

佐久市・佐久市教育委員会 

２ 主 管 

佐久市ふるさと創生人材育成事業実行委員会  

３ 研修の内容 

（１）研修場所 

エストニア共和国サク市 ほか 

（２）研修期間 

   令和７年７月２８日（月）～８月４日（月）の８日間 

    （現地は５泊６日間） 

（３）研修の主な内容 

  ア サク市表敬訪問 

  イ キャンプ場にて現地学生との交流 

  ウ ホームステイを通した一般家庭との交流 

  エ エストニア国内見学（タリン旧市街、博物館等） 

 

（４）研修日程 （現地の都合等により変更になる場合もあります。） 

月日(曜日) 内     容 

１ ７月２８日（月） 
佐久平駅発（羽田空港より飛行機） 

   （機中泊） 

２ ７月２９日（火） 

（エストニア国内）タリン着 入国手続 

オリエンテーション 

キャンプ場にて現地学生と交流  （キャンプ場泊） 

３ ７月３０日（水） 
キャンプ場にて現地学生と交流 

ワークショップ         （キャンプ場泊） 

４ ７月３１日（木） 
旧タリン市街見学 

在エストニア日本国大使訪問   （ホームステイ） 

５ ８月 １日（金） 

サク市表敬訪問 

現地学校・青少年センター他訪問     

（ホームステイ） 

６ ８月 ２日（土） 
ホストファミリーと終日過ごす 

（タリン近郊ホテル泊） 

７ ８月 ３日（日） エストニア・タリン発        （機内泊） 

８ ８月 ４日（月） 羽田空港着 佐久平駅へ到着 

  

（５）事前研修等の日程 

研修生選考会 ５月２６日（月）午後７時 

第１回事前研修 ６月 ３日（火）午後７時～９時  

第２回事前研修 ６月１０日（火）    〃 

第３回事前研修 ６月１７日（火）    〃 

第４回事前研修 ６月２４日（火）    〃 

第５回事前研修 ７月 １日（火）    〃 

第６回事前研修 ７月 ８日（火）    〃 

第７回事前研修 ７月１５日（火）    〃 

壮 行 会 ７月１９日（土）午前９時３０分～１０時３０分 

第８回事前研修 ７月１９日（土）壮行会終了後 

事後研修 ８月２３日（土）午前９時３０分～午後３時 

報告会 ９月 ６日（土）午前９時～午後３時 
 

（６）研修報告書の作成 

帰国後、報告文（４００字詰め原稿用紙５枚程度）及びレポート（パワーポ

イント）を作成し提出してください。 

（７）引率者 佐久市職員２名・添乗員１名  合計３名 

４ 研修生の募集 

（１）募集人数 ８名程度 

（２）申込資格（下記にすべて該当すること。） 

ア 佐久市内に在住し、佐久市内中学校に通う中学生とする。（但し、保護者が

市内に在住していない生徒は除きます。） 

イ 保護者の承諾を得られる生徒であること。 

ウ 心身ともに健康で、協調性に富み、海外の生活に適応できる生徒であるこ

と。 

エ ホストファミリーと積極的にコミュニケーションを図る意欲があること。 

オ 英会話習得に意欲があること。 

カ 佐久市の代表として研修に参加するという強い意思があり、秋に佐久市で

実施されるエストニア共和国サク市との子ども交流研修、その他教育委員会

で今後開催する各種事業等に参加することが可能な生徒であること。 

キ 出入国手続きにスマートフォンが必要なため、準備ができる方。 

（３）申込の方法（上記の申込資格をよく読んでから応募してください。） 

「佐久市中学生海外研修（エストニア共和国）参加申込書」に課題作文を添え

て、学校担任に提出する。課題作文テーマは、「海外研修への思い」とする。な

お、参加申込書は、各中学校及び佐久市ホームページ、生涯学習課にあります。

また、両国への研修の併願は不可です。どちらか一方のみの申し込みとしてく

ださい。※作文は、本人の意欲を確認するためのものです。 

（４）提出期限 

５月７日（水）までに担任に提出して下さい。 

５ 研修生の決定 

（１）研修生の選考は、参加申込書及び課題作文を審査後、合格者が多数の場合は 

実行委員会が定める選考方法によって決定します。 

（２）前年度以前に参加した研修生ももう一方の国の研修に新たに申し込みは可能 

ですが、定数以上の応募があった場合には未参加者を優先します。 

（３）選考会は、原則として本人が出席してください。 

但し、本人が都合の悪い場合は実行委員会に報告の上協議します。 

６ 研修参加決定後の手続き 

（１）健康診断書の提出 

病院等で健康診断を受け、診断書を６月１７日（火）事前研修時に教育委員

会 生涯学習課に提出してください。 

（２）参加負担金の納入 

参加負担金２５３，０００円（予定）（研修費の３割程度）を６月１７日（火）

の事前研修時に教育委員会生涯学習課に納入してください。なお、参加負担金

納入後、参加をとりやめた場合の参加負担金の返還は別に定めます。 

（３）自己負担等 

研修期間中に、本人の不注意による事故で発生した場合の費用等個人的な性

質の諸経費については、自己負担とします。事故・天災・悪天候・交通機関の

遅延等のため、日程が変更になった場合に要した費用は、自己負担とします。 

（４）事前・事後研修会・壮行会・報告会への参加 

   研修生は、事前研修（８回程度）、壮行会、事後研修（１回程度）、報告会に 

必ず参加してください。 

（５）パスポートは個人で交付を受けてください。（事前研修で説明します。） 

（６）参加者全員、傷害保険に加入します。 

７ 研修生の決定の取り消し 

  研修の出発までに研修生として不適格と認められた生徒は、その決定を取り消

すことがあります。 

※ 国際情勢により事業内容の変更または中止となる場合もあります。 

※ 応募者が少数の場合は、事業を中止する場合もあります。 

※ 研修生には数年後、アンケートをお願いする予定です。  

  

 

令和６年度海外研修の様子 
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